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《
大
髙
議
員
》

①
町
職
員
の
健
康
増
進
の

た
め
、
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
を
午
前
10
時
、
午
後

３
時
に
実
施
し
て
は
ど
う

か
。

《
町
長
》

　
職
員
が
一
斉
に
特
定
の
時

間
及
び
場
所
を
設
定
し
て
実

施
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
る
が
、
健
康
管
理
は
十
分

認
識
し
て
い
る
の
で
、
個
人

が
自
席
で
簡
単
に
で
き
る
ス

ト
レ
ッ
チ
な
ど
勧
奨
し
、
運

動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
解
消
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

《
大
髙
議
員
》

②
仕
事
中
に
、
１
日
に
５
、

６
回
も
タ
バ
コ
を
吸
う
た
め

に
席
を
外
す
人
は
「
ニ
コ
チ

ン
依
存
症
」
と
い
う
病
気
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
職
員
に

対
し
て
は
、
治
療
す
る
よ
う

に
直
接
指
導
を
す
べ
き
で
あ

る
。

《
町
長
》

　
喫
煙
者
の
多
く
は
「
ニ
コ

チ
ン
依
存
症
」
と
し
て
、
治

療
を
必
要
と
す
る
病
気
の
可

能
性
が
あ
る
。

　
職
員
に
対
し
て
は
、
勤
務

時
間
中
の
喫
煙
は
禁
止
で
あ

る
通
知
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
で

は
、
タ
バ
コ
の
影
響
や
禁
煙

の
効
果
に
つ
い
て
周
知
を
図

っ
て
い
る
。

　
禁
煙
外
来
の
治
療
は
、
本

人
が
「
禁
煙
し
た
い
」
と
い

う
強
い
意
志
を
も
っ
て
開
始

す
る
も
の
で
あ
り
、
職
員
に

対
し
て
は
、
今
後
と
も
勤
務

時
間
中
の
喫
煙
禁
止
の
徹
底

と
禁
煙
治
療
へ
の
勧
奨
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

《
大
髙
議
員
》

③
県
健
康
経
営
事
業
所
制
度

が
平
成
29
年
度
か
ら
開
始
さ

れ
た
。
こ
の
メ
ニ
ュ
ー
の
中

か
ら
実
施
で
き
る
も
の
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

《
町
長
》

　
こ
の
制
度
は
、
従
業
員
の

健
康
管
理
を
経
営
的
視
点
か

ら
考
え
、
戦
略
的
に
実
践
す

る
「
健
康
経
営
」
に
取
り
組

む
事
業
所
を
県
が
『
青
森
県

健
康
経
営
事
業
所
』
と
し
て

認
定
す
る
も
の
で
、
平
成
29

年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。

　
平
成
30
年
10
月
24
日
現
在
、

大髙恒藏議員

県
内
の
１
２
５
事
業
所
が
認

定
さ
れ
て
お
り
、
認
定
さ
れ

た
事
業
所
に
は
経
営
上
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
当
町
で
は

（
株
）
脇
川
建
設
工
業
所
が

認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
国
及
び
地
方
公
共
団
体
は

制
度
の
対
象
外
の
た
め
、
町

は
認
定
対
象
事
業
所
か
ら
除

か
れ
る
。
し
か
し
、
職
員
の

健
康
管
理
は
大
切
で
あ
る
と

の
認
識
の
下
、
制
度
の
認
定

要
件
の
う
ち
５
項
目
は
実
施

し
て
い
る
。

野
良
ネ
コ
の
対
応

に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

　
ネ
コ
の
飼
育
の
ル
ー
ル
と

マ
ナ
ー
に
つ
い
て
、
お
知
ら

せ
版
に
詳
し
く
掲
載
さ
れ
、

野
良
ネ
コ
が
減
っ
た
よ
う
に

感
じ
る
が
、
「
野
良
ネ
コ
」

と
は
っ
き
り
分
か
る
よ
う
な

場
合
は
、
町
が
引
き
取
っ
て

保
健
所
に
引
き
渡
す
な
ど
の

処
置
が
で
き
な
い
も
の
か
。

《
町
長
》

　
ネ
コ
は
「
動
物
の
愛
護
及

び
管
理
に
関
す
る
法
律
」
の

対
象
動
物
で
あ
り
、
町
が
捕

獲
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

「
野
良
ネ
コ
」
と
は
っ
き
り

分
か
る
ネ
コ
を
住
民
が
保
護

し
た
場
合
に
は
引
き
取
っ
て
、

動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
引
き

渡
し
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
動
物
愛
護
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
、
「
野
良

ネ
コ
」
に
餌
を
や
ら
な
い
よ

う
理
解
を
求
め
る
と
と
も
に
、

飼
い
主
に
対
し
て
は
、
屋
内

に
お
い
て
終
生
飼
養
す
る
よ

う
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。

岩
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
使
用
に

つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

　
岩
崎
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

の
外
壁
、
天
井
等
が
落
下
す

る
恐
れ
が
あ
り
危
険
で
あ
る

た
め
、
当
分
の
間
使
用
を
禁

止
す
る
と
、
お
知
ら
せ
版
に

掲
載
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
次

項
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

①
当
分
の
間
と
は
ど
の
程
度

か
。

《
町
長
》

　
台
風
21
号
の
被
害
直
後
は
、

破
損
状
況
を
見
て
「
当
分
の

間
休
止
す
る
」
と
し
て
広
報

お
し
ら
せ
版
に
掲
載
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
修
繕
後
の
安
全
が
確
認
さ

れ
た
段
階
で
再
開
す
る
予
定

で
あ
っ
た
が
、
修
繕
工
事
に

多
額
に
費
用
を
要
す
る
こ
と
、

内
部
の
鉄
骨
の
腐
食
が
著
し

い
現
状
か
ら
、
使
用
を
継
続

す
る
こ
と
は
難
し
い
状
況
で

あ
る
。

《
大
髙
議
員
》

②
復
旧
に
つ
い
て
専
門
家
が

査
定
し
た
の
か
。
外
壁
と
天

井
等
を
復
旧
す
る
に
は
ど
の

く
ら
い
の
費
用
が
掛
か
る
の

か
。

《
町
長
》

　
修
繕
工
事
に
係
る
経
費
の

査
定
は
、
建
設
課
で
行
っ
た
。

外
壁
等
の
修
繕
工
事
費
が
８

１
７
万
円
、
２
階
の
防
水
シ

ー
ト
の
修
繕
工
事
に
６
８
６

万
円
で
、
合
計
１
５
０
３
万

円
に
上
る
。

　
以
前
か
ら
問
題
の
あ
っ
た

屋
上
の
防
水
シ
ー
ト
の
劣
化

や
一
部
剥
離
、
ボ
イ
ラ
ー
の

煙
突
の
破
損
等
に
掛
か
る
修

繕
工
事
費
に
つ
い
て
専
門
業

者
に
査
定
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、
１
９
２
６
万
円
の
経
費

が
別
途
必
要
と
な
る
。

《
大
髙
議
員
》

③
９
月
の
台
風
21
号
の
被
害

に
よ
る
休
止
と
あ
る
が
、
台

風
被
害
と
し
て
国
か
ら
の
復

旧
費
用
が
来
る
の
か
。

《
町
長
》

　
過
去
の
暴
風
被
害
を
含
め
、

平
成
25
年
度
か
ら
29
年
度
の

５
年
間
で
、
外
壁
、
防
水
シ

ー
ト
、
ボ
イ
ラ
ー
、
水
道
な

ど
の
修
繕
工
事
費
は
、
お
よ

そ
１
３
８
０
万
円
と
な
っ
て

お
り
、
一
部
は
建
物
損
害
保

険
の
適
用
と
な
っ
た
ケ
ー
ス

以
外
は
、
全
て
町
の
負
担
と

な
っ
て
い
る
。

　
台
風
21
号
の
被
害
に
係
る

復
旧
費
用
に
つ
い
て
は
、
国

か
ら
の
補
助
金
等
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
岩
崎
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
修
繕
工
事

費
用
は
全
て
町
の
負
担
と
な

る
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

治
療
薬
「
タ
ミ
フ

ル
」
使
用
に
つ
い

て
《
大
髙
議
員
》

　
「
タ
ミ
フ
ル
」
を
服
用
し

た
子
供
が
異
常
行
動
を
起
こ

し
、
使
用
を
原
則
禁
止
し
て

き
た
が
、
ほ
か
の
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
治
療
薬
使
用
者
や
薬

を
使
用
し
な
い
患
者
で
も
異

常
行
動
が
見
ら
れ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
８
月
「
タ
ミ
フ

ル
」
の
使
用
制
限
が
解
除
さ

れ
た
。

①
町
で
は
10
代
の
患
者
に

「
タ
ミ
フ
ル
」
投
与
を
認
め

た
の
か
。

《
町
長
》

　
町
が
「
タ
ミ
フ
ル
」
投
与

の
可
否
を
判
断
す
る
立
場
に

は
な
い
。
厚
生
労
働
省
が
日

本
製
薬
団
体
連
合
会
を
通
じ

て
各
製
薬
会
社
に
指
示
し
、

使
用
制
限
が
解
除
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
就
学
期
以
降
の

未
成
年
者
に
対
す
る
異
常
行

動
リ
ス
ク
に
伴
う
注
意
喚
起

【青森県健康経営事業所認定のメリット】

⑴県入札参加資格申請時の加点（建設工事、物品・役務）

⑵県内金融機関による低利融資

⑶県特別保証融資制度の利用

⑷県ホームページでの事業所紹介

【当町が実施している認定要件】

⑴治療と仕事の両立支援のための環境整備（通院等の時間単位の休暇取得）

⑵特定健診・がん検診の受診勧奨と受診時間を勤務時間扱いとする。

⑶セルフケアの充実と働きやすい職場環境の形成を目的とした、メンタルヘ

ルス研修、ストレスチェック制度の実施

⑷役場本庁舎、公の施設を受動喫煙防止対策として、空気クリーン施設の

認証を受けている。

⑸職員に対しての禁煙支援として、禁煙外来費用の助成

町職員の健康増進のため、健康寿命を延ばす
運動を職場でやる方法を考えられないか
答弁：職員の健康管理は重要であると認識しており、治療と仕事の両立、
　　　　検診の勧奨、メンタルヘルス研修、禁煙支援等を実施している。

▲老朽化の著しい岩崎スポーツセンター（正面）

老朽化の著しい岩崎スポーツセンター（海側）▲
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は
継
続
す
る
こ
と
か
ら
、
町

立
診
療
所
で
処
方
す
る
際
は
、

転
落
事
故
防
止
策
等
を
講
じ

る
よ
う
、
患
者
や
家
族
に
説

明
し
た
上
で
服
用
さ
せ
た
い

と
考
え
る
。

《
大
髙
議
員
》

　
小
中
学
生
が
罹り

患か
ん

し
た
場

合
の
注
意
な
ど
、
早
急
に
広

報
で
知
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

《
町
長
》

　
各
小
中
学
校
の
「
保
健
だ

よ
り
」
で
、
流
行
シ
ー
ズ
ン

前
の
予
防
や
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
感
染
し
た
場
合
の
注

意
点
を
保
護
者
や
児
童
・
生

徒
に
知
ら
せ
て
い
る
。
ま
た
、

広
報
お
知
ら
せ
版
で
も
詳
し

く
周
知
を
図
り
た
い
。

認
知
症
の
人
が
住

み
や
す
い
地
域
づ

く
り
に
つ
い
て

《
大
髙
議
員
》

①
町
に
カ
フ
ェ
を
作
る
計
画

の
進
捗
状
況
は
。

《
町
長
》

　
今
年
度
中
の
設
置
を
目
指

し
、
運
営
に
興
味
を
示
す
２

つ
の
事
業
所
に
対
し
て
、
５

月
に
事
業
内
容
を
説
明
し
て

お
り
、
現
在
、
申
請
待
ち
の

状
況
で
あ
る
。

　
国
の
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
で

は
、
全
て
の
市
町
村
に
対
し

て
、
２
０
２
０
年
度
末
ま
で

に
「
認
知
症
カ
フ
ェ
」
の
設

置
を
義
務
付
け
て
い
る
の
で
、

早
期
の
設
置
を
目
指
し
て
い

る
。

《
大
髙
議
員
》

②
異
変
を
感
じ
た
地
域
の
人

が
、
家
族
に
伝
え
、
一
緒
に

支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る

な
ど
、
早
期
発
見
と
早
期
受

診
を
勧
奨
す
る
体
制
を
作
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

《
町
長
》

　
認
知
症
に
つ
い
て
学
び
、

家
族
や
地
域
の
人
の
異
変
に

気
付
け
る
よ
う
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」
を
実

施
し
、
現
在
６
９
４
人
が
登

録
し
て
い
る
。
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
専
門
の

医
師
も
一
員
と
な
り
適
切
な

医
療
や
会
議
サ
ー
ビ
ス
に
繋

げ
る
体
制
と
し
て
『
認
知
症

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
』
を

設
置
し
て
、
認
知
症
の
疑
い

の
あ
る
方
や
家
族
に
対
し
て

早
期
対
応
の
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

《
大
髙
議
員
》

③
徘
徊
中
の
事
故
で
損
害
賠

償
を
請
求
さ
れ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
一
人
暮
ら
し
や
高

齢
者
で
は
対
応
で
き
な
い
の

で
、
公
費
で
賠
償
保
険
に
加

入
す
べ
き
と
思
う
。

《
町
長
》

　
町
で
は
、
認
知
症
高
齢
者

が
徘
徊
な
ど
で
行
方
が
分
か

ら
な
く
な
っ
た
時
の
早
期
発

見
や
保
護
の
た
め
の
「
事
前

登
録
事
業
」
と
「
見
守
り
用

Ｇ
Ｐ
Ｓ
端
末
機
の
利
用
料
助

成
事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

公
費
で
の
保
険
加
入
は
行
っ

て
い
な
い
。
基
本
的
に
保
険

加
入
は
、
本
人
及
び
家
族
等

が
契
約
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

今
後
、
ほ
か
の
自
治
体
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
し
て
い

き
た
い
。

終
活
を
町
で
支
援

す
る
制
度
を
作
れ

《
大
髙
議
員
》

　
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
家
族

が
増
え
続
け
る
現
状
を
踏
ま

え
、
次
の
こ
と
を
検
討
す
べ

き
で
あ
る
。

①
元
気
な
う
ち
に
生
前
に
身

の
回
り
を
整
理
す
る
終
活
を

町
で
支
援
し
た
り
、
登
録
者

の
情
報
を
各
関
係
機
関
に
提

供
す
る
。

《
町
長
》

　
終
活
は
個
々
の
人
間
関
係

や
財
産
分
与
な
ど
個
人
的
な

内
容
な
多
い
た
め
、
行
政
が

直
接
関
与
す
る
こ
と
は
難
し

い
も
の
と
考
え
る
。

　
な
お
、
終
活
の
ア
イ
テ
ム

と
し
て
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ

ー
ト
」
が
あ
る
の
で
、
希
望

す
る
方
に
無
償
配
布
を
検
討

し
て
い
る
。
こ
の
ノ
ー
ト
は
、

本
人
が
元
気
な
う
ち
に
、
基

本
情
報
や
親
族
、
交
友
関
係

医
療
、
介
護
の
希
望
、
葬
儀

や
お
墓
、
資
産
の
状
況
な
ど

書
き
込
め
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
意
思
疎
通
が
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
や
亡
く

な
っ
た
時
で
も
、
関
係
者
に

伝
え
ら
れ
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ノ
ー
ト
へ
の
記
入
が

困
難
な
方
に
つ
い
て
は
、
記

入
時
に
支
援
す
る
こ
と
を
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

《
大
髙
議
員
》

②
引
取
り
手
が
い
な
い
お
骨

の
増
加
に
対
応
し
、
合
葬
墓

の
建
設
や
散
骨
制
度
を
作
る
。

《
町
長
》

　
近
年
、
核
家
族
化
や
少
子

化
な
ど
の
背
景
に
、
継
承
を

前
提
と
し
な
い
お
墓
に
対
す

る
需
要
も
高
ま
っ
て
き
て
い

る
。

　
当
町
に
お
い
て
も
、
高
齢

者
の
一
人
世
帯
の
増
加
や
転

出
等
に
よ
り
、
改
葬
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
が
、
合
葬
墓

は
、
多
く
の
方
の
焼
骨
を
一

緒
に
埋
葬
す
る
こ
と
か
ら
、

個
別
の
供
養
が
で
き
な
い
な

ど
の
問
題
点
も
出
て
く
る
と

思
う
の
で
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

も
考
慮
し
慎
重
に
検
討
し
た

い
。

　
散
骨
制
度
に
つ
い
て
は
、

節
度
を
持
っ
て
行
う
限
り
は

違
法
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

る
が
、
国
で
も
ル
ー
ル
、
規

則
等
を
明
確
に
定
め
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
散

骨
制
度
を
作
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
る
。

〖 

改
葬
と
は
→　

一
度
葬

っ
た
遺
骨
を
別
の
場
所
に
葬

り
な
お
す
こ
と
〗


